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乏しくない（ヨハネ6:8-11）
メッセージを通して、今まで普通に当たり前だと思っていたことが違うのだと悟って、内側からそれをチェンジしていくことが大切です。真剣に耳を傾けて、そのような覚悟を持って挑まないと、それが普通で当たり前だと思っていたことなので、なかなか変わりません。そうなると、せっかくいのちを与えられた神様の子どもなのに、困難に陥って世の波風に負けてしまうようになるわけです。
今日の聖書を通してもそのようなことが私たちに示されるようになると思います。大勢の群れが イエス様についてくるようになりました。そこでイエスさまは、弟子たちにいました。彼らを食べさせるためにはどうすればいいのかとおっしゃった時に、弟子たちはこのようにこたえます。「無理です。今の私たちには不可能な話です。200デナリがあっても足りません。たぶん正確ではありませんが500万円ぐらいの金額ではないかと思います。サラリーマンの年収ぐらいです。500万円くらいのお金があっても、今の彼らを食べさせるというのには足りません。そこでまたもうひとり弟子が、「少年が大麦のパンを5つ、小さい魚を2匹持っています。こんなに大勢の人びとでは、それが何になりましょう」と云いました。足りません。無理です。何になりましょう。という反応があった時にイエスさまはその5つのパン、2匹の魚をとって感謝をささげた後、お祈りをささげて分け与えました。すると、5000人以上の人が満腹になるほど食べて、12かご余るくらいたくさん食べることができたというお話です。これはどういう意味なのでしょうか。今の私たちの立場では、今の状況では、いま条件では無理です。足りません。何になるのでしょうか。これからそのような話しはしないでねということです。今まではそれが普通で当たり前だったかもしれません。2匹の魚と5つの麦のパンで5000人と言われているけれども、全体は15,000人くらいになるわけです。その人数の前では無力であり、あまりにも乏しいし、何もできません。なんになりましょう。それをひっくり返しました。これからはクリスチャンである以上、そのようなことは言ってはいけません。今までいくら普通に当たり前にそのように言わざるをえない状況、条件であっても、イエス様がいらっしゃる限り、そのようなことは、これからは終わりです。今までのそのような計算、思いから早く抜け出して、信仰に立ちなさいという話しなのです。私たちは今まで普通に何かの条件によってやれる、やれない、そういうことが左右されると信じていてそう思っていました。人々はそのような意味で条件においていろいろな差があります。だから、格差、勝ち組、負け組という言葉もあるかもしれません。経済的な条件、確かに差があります。経済的にもっているものの、あるいは持たないでいる者がいるわけです。また、個人的に才能のある人間もいるし、そのような人と比べた時に才能などは全くないし、あるいは衰えているという人もいるわけです。学歴を見ても、優秀な人がいるし、あまり勉強が足りない人もいます。成績優秀な人も成績がよろしくない学生もいるわけです。頭がいい人間、頭が悪い人間、また、すごい背景を持って人脈を持っている人もいるし、そういうことではまったく乏しい人間もいるわけです。実際に外見を見た時にも、人に好かれるような外見、あるいは「ふーん」とみられる外見。世の中の基準から見た時には、いろいろな条件の差というものは確かにあります。その条件によって左右されると普通に考えているので、もしもその条件が不利な場合には、それを言い訳にしたり、それは問題だと普通に思うわけです。お金がないから問題で、お金がないからできません。才能がないから、あの人と比べて体力が衰えているからできません。無理です。頭があの人よりすぐれていないから、人脈が不足しているが、足りないので、これが何になりましょう。私が持っているものはこれしかありません。人にほめられるようなもの、自慢できるようなものなどはほとんどありません。不足しています。足りません。何になりましょう。そして、そのような言い訳を合理化してしまうのです。条件が不利なので、うまくいかない。条件が不利なのでできないというのはしようがないのではないでしょうか。その合理化こそが不信仰なのです。でも、合理的なので皆がそれにだまされてしまうわけです。不利な条件を言い訳にして問題にするか、あるいはそれを克服するために不利な条件をよい条件に変えようと頑張るわけです。そうすると、不利な条件がその人には重荷としておそいかかってくるようになるでしょう。もう少し満たさないと、もう少し整えないと、もう少し所有しないと、もう少し努力しないと。その結果、その条件が変わり整えられる場合もあります。しかし、そのあいだ、ストレスがいっぱいたまって、その条件を満たすことをもってストレスを発散する方向に人生そのものが走って行くようになるしかありません。形として満たされたからといって、それがよろしいわけではありません。皆さん、見ていらっしゃるのではないでしょうか。そして、その不利な条件そのものが負担を持っており、それで努力を重ねているのですが、なかなか思い通りにいかないときには、ため息で終わるしかないわけです。条件にとらわれると、結局、そのようになるしかありません。しかし、世の中がそうであるし、今まで私たちも普通に当たり前にそうなるしかないと思ってきたので、そこから中々抜け出すことができません。仕方がないと言い訳や重荷になるしかないし、しかし、実はそれは普通に当たり前だと思っているでしょうけれども、神様から離れてしまったから生まれてしまう習性なのです。神様がもしも一緒にいらっしゃれば、私の条件は悪くても、それが苦になるはずがないでしょう。よくよく考えてみてください。根本的に神様を失い、神様から離れてしまい、自分一人になり、自分一人で人生をまかなっていくようになったので、条件そのものが重くのしかかるようになってしまうわけです。そういうことをクリスチャンの私たちはよく覚えていないといけません。

改めて申し上げます。普通に当たり前に、条件によって左右されると思っているのですが、今日の聖書を見ると、弟子たちも当たり前にそのような反応を示していました。このような条件で、2匹の魚と5つのパン、このように不足しているもの、こういうちっぽけなもの、こういうみじめなものをもって何になりましょう。違います。今までの固定観念を全部壊しなさい。それは神がいらっしゃらないから、神様を知らないから、神を離れているから、そうなるしかなかったものなのです。それを正解だと思って、それにのめり込んでいてはいけませんと、イエス様自らそれを証明して見せました。神から離れてしまった人間は、このような条件によって左右される、だから、結局、条件に捕らわれるしかない、束縛されるしかない習性を持って生きるしかありません。そのような人生を助けるために神様は、神様と出会う道、いのちであられるキリストを約束されました。キリストが来られると、そのキリストによって神様と出会うようになり、今までのこの習性などから自由になることができるわけです。親を失っていた孤児のような子どもが、何もかもが負担になり言い訳になるしかありません。親が戻ってきて一緒になったときに、今までの習性などは邪魔なのです。いりません。親がいないから身についてしまった習性なのです。それを私たちは普通に当たり前だと、何の疑いもせずに信じて受け入れているわけですから。そこに神様が、神様と一緒になるためのいのちであれるキリストを約束されました。キリストさえ来られれば、キリストさえいらっしゃれば、このような人生から脱出して自由になることができます。そして、幸いなことに、そのキリストが世に来られました。いま5つのパン、2匹の魚をもって5000人以上、食べさせました。イエス様がそのキリストです。イエスがキリストです。イエス様がキリストとして世に来られました。それ以上、イエスがこの世に来られたキリストである以上、条件によって左右されるものではなくて、その人生は終わり。イエス・キリストにあって。信仰によって左右されます。5つのパンと2匹の魚。ちっぽけな何ものにもならないような、こういう条件だからダメなのではありません。信仰がないからだめなのです。条件ではなくて信仰によって左右されます。もはやイエスがキリストである以上、条件は問題ではありません。今までの彼らの条件は、難題がありました。15000人の群衆という難題があったのです。それに対して資金が不足しているのです。200デナリ以上のお金が必要なのに、彼らには一銭もありません。お金がないからという条件が問題だったのですが、結果的に、それは一切問題になりません。2匹の魚、5つのパン、こういうちっぽけな条件。才能もありません。学歴もありません。お金もありません、体力もありません。これらが今までは問題だったのですが、それが問題ではなくなりました。本当の問題は、イエスがキリストであることを知らない無知が問題なのです。イエス様が、彼らにお金がないことを知らずに、15000人の群衆は、どれぐらい資金が必要なのか知らずに、彼らに聞いたわけではありません。すべてお見通しなのです。彼らの「そうですか。いま私たちはこんなちっぽけなものしか持っていません。私たちは足りないものなのです。私たちは何もできないものなのです。しかし、あなたはキリストなのだから、主にお任せします。あなたができます」という告白を待って問いかけたことなどに、彼らは「何になりましょう」と思っています。今までどおり、普通どおり。キリスト教は普通ではありません。クリスチャンは、普通に当たり前なことに一緒に従っていってはいけません。世の中の普通、今までの普通に対しては、改革者なのです。全部をひっくり返さなければいけません。とらわれてはいけないし、とらわれる必要もありません。本当の問題は、イエスがキリストであるということを見逃してしまうことで、それを不信仰と言います。それが問題です。イエスさまは、2匹の魚、5つのパン、ちっぽけなもの、普通に見たときに何になりましょうという足りないもの、これを取り上げて、つまり、足りない、みじめなちっぽけな私たちを用いられて、神のわざを十分に現すことができるキリストなのです。それを証明されました。けれども、自分自身を始め、今までの経験から申し上げると、イエスはキリストですと告白しながら、クリスチャンの多くの方々が、イエス様をそういう方としてなかなか認めません。だから、いつまで経っても条件を取り上げて、「何になりましょう、これで何の役に立つのでしょうか」という反応ばかりしています。私たちはこの2匹の魚、5つのパンをもって、5000人以上食べさせた、満腹になったというのがキーポイントではありません。イエスはキリストとなのです。ですから、今まで普通に当たり前に足りないから問題、持っていないから問題、衰えているから問題だと思っていたそのはっそうが全部崩れて、それをひっくり返すようにしなければいけないということです。つまり、不利な条件などは、絶対に問題になるものではありません。言葉を変えますと、言い訳にできるようなものではないのです。

聖書は、その証拠だらけです。皆さん、聖書を信じますか。ヨセフを見てください。ヨセフは、12名の兄弟の中で、そのときは11名でした。一番末っ子で、しかも上のお兄さんたちは、腹違いのお兄さんたちです。いまとは違って、昔は長男と、その順番によってパワーがまったく違います。腹違いであると同時に、一番末っ子なのです。その条件から考えたときに、何になりましょう。モーセは、拾われたものです。エジプトの人でもありませんでした。エジプトの宮殿には入ることができたのですが、実際はヘブライ人で、その中でびくびくするしかないものでした。モーセは後に、80歳になりました。年寄りなのです。いま人を殺して逃亡者の身です。何になりましょうと言っていました。それで何になったのでしょうか。なっていなかったのでしょうか。
ダビデのことを皆さん知っていますか。ダビデも8人兄弟の中の一番末っ子です。当時、仕事の中で一番汚い仕事、やりたくない仕事が、羊飼いの仕事です。いつもそれが回されてきて、文句も言えない、そのような立場の人間でした。そして、身長もたぶん柳先生ぐらいだったのだと思います。顔はハンサムだったのかどうか分かりませんが、体格的にもそんなに自慢できるほどの体格でもありませんでした。そのようなダビデが、その条件から見たときに、何になりましょうと言ってもいいはずです。サウル王と比べると、身長も半分ぐらいにしかならない条件なのです。何になりましょう。何になったでしょうか。ダビデのように、神の心に叶う王は、以前も以後もなかったと言われるようになりました。不利な条件というのが、一切問題にならないという契約を握らないといけません。私たちには、条件によって左右される、何になりましょうというのが刻印されているので、それをえぐり出して取り換えなければいけません。イエスさまが、皆さん一人一人のために血を流されて、皆さんを清められて新しくつくりかえられました。もはやそのような発想を、考え方はいりません。皆さん、初代教会をご存じではないでしょうか。そこに集まってきている人々、70%以上は女性です。人間の数にも数えられない、そういう条件なのです。残り30%の男性も一番無視される、下っ端をくぐっている漁師の出身、また売国者と言われている取税人の出身、売春婦の出身などの人が集まっていました。不利な条件がいいというわけではありません。誤解はしないでください。その条件をより良いものにするために努力することを怠っていいということでもありません。いま申し上げたいのは、不利な条件が良くないからできない、うまくいかない、用いられないという発想は嘘なのです。初代教会は、そういう不利な条件でした。不利中の不利です。それで初代教会が用いられることがなかったのでしょうか。イエス様が、最後におっしゃいました。それは、あなたがたは知らなくてもいい。だから、キリスト教会では、人間的ないろいろな差によってお互い比べあって比較し合うということは禁じるのです。それはだめです。パウロが言いました。Ⅰコリント1：27-28を見ると、あなたがた呼ばれた、召された人々を見ると、すごい人間はほとんどいないでしょう。最初はそうです。なぜそうなのかというと、弱いものを召されて、強いものを辱めるためです。だから、弱いという条件が何の問題にもならないということでしょう。
パウロは刑務所の中でどうすることもできない立場にいて、いつ出られるかもわからない状況の中で、ピリピ4：14、私を強くしてくださる方にあって、できないことは何もないと言いました。イエスがキリストである以上、それが本当に自分の信仰告白であれば、条件はもはや一切問題になりません。言い訳にしてはいけません。クリスチャンが越えなければいけない一つの大きな山場が言い訳というものなのです。パウロは他の聖書でも言いました。私は何も持っていません。しかし、すべてを持っている者です。何が問題でしょうか。パウロは、病気を抱えて、しかも深刻な病気を抱えていたので、伝道のために神様にその病気をいやしてもらうために祈りました。神様が何とおっしゃったでしょうか。わたしの恵みがあなたに十分なのだ。その病気でさえ、不利な条件にならない。問題にならないのだと。努力を否定するつもりはありません。でも、努力は次元が違います。いま申し上げたいのは、条件によって、それが重荷になって負担を持つということは、クリスチャンとして望ましくないし、ふさわしくありません。極端に申し上げましょうか。頭が悪くても大丈夫です。お金がなくても大丈夫です。成績が悪くても大丈夫です。才能がなくても大丈夫です。学歴がなくても大丈夫です。この答えを持たないで、その条件にこだわると、一生、重荷としてのしかかって、それによるストレスによって生きるようになるでしょう。それが満たされたときには、もう一度言います。それが自慢、高慢になり、ストレス発散の方向に必ず持っていくようになります。そうでない場合は、一生、ため息、つぶやきばかり、言い訳ばかりになるしかありません。それはクリスチャンとして、特にレムナントとして、サミットとしての姿ではありません。今日の聖書を通して、本当に一番不利な条件というものは、才能や経済、学歴などが足りないことではなくて、イエスがキリストだということを信じない不信仰が一番不利な条件なのです。それ以外は、不利な条件などはありません。なぜなのでしょうか。イエスがキリストなので。今まではイエス様を知らなかったので。教会に通っていても、イエス様がキリストだということを知らないでいたので。条件が問題なのです。不利だから泣くわけです。ため息します。あきらめるわけです。何になりましょう。神様は、皆さんひとりひとりを通して、クリスチャンであれば全員、お金のないものはないものなりに、才能がないものはないものなりに、ないはずはありませんが。学歴がないものはないものなりに、地の果てにまでイエスの証人として、王である祭司として、輝く光として用いられようとしているのに、何になりましょうと言っているのです。こんな私が、小学校しか出ていないものが、お金がこれぐらいしかないものが、こんなちっぽけな会社でギリギリ給料をもらっている私が、年が80歳を越えている年寄りの私が、何になりましょう。もうやめましょう。違います。イエスがキリストである以上、外なるものが衰えていても、内なるものは日々新しくなる。その神秘的な存在がクリスチャンです。惑わされないように、だまされないようにしましょう。
毎日、告白してください。勉強がだめでも大丈夫なのだ。それは勉強しなくてもいいという話ではありません。でも、その勉強が負担になってはいけません。勉強という条件によって進行しているものは、勉強がうまくいくときにはいいのですが、勉強がダメになったときには、またダメになるのです。キリストはそういう方ではありません。条件から自由になってください。何が目標なのでしょうか。どんな才能を磨いているのでしょうか。それはもはや目標であってはいけません。それによって左右されるものであってはいけません。どんなにすごいものでも。この間も申し上げたでしょう、スキーを目指して、オリンピックを目指していた金メダル候補が、交通事故によって足が折れてスキーができなくなりました。どん底に落とされるでしょう。クリスチャンは、そういうことがありません。元々、それは目標ではありません。イエスの証人となることが目標なので。スキーを通して用いられるのであれば、一生懸命スキーをやって、それがだめだったら、スキーができないままイエスの証人として大いに用いられることが十分できます。目が見えるものは見えるなりに用いられ、見えないものはクロスビーのように用いられるようになるわけです。イエス様を馬鹿にしないでください。イエスはキリストです。時にレムナントの皆さんは、あまりにも世の中が作り上げた、その条件に左右されるという神話に飲み込まれているので、なかなかそこから抜け出すことができないでしょう。私たちが最善を尽くして頑張ることと、それが重荷になることとは違います。私たちの目標は、今皆さんが夢見ているそれではありません。イエスの証人となる伝道者が目標であって、他は全部道具です。ですから、どんなに人間的に足りなくて乏しくても、強く言ってください。叫んでください。私は乏しくない。私は乏しくありません。イエスがキリストだから。委縮することがないようにしましょう。勉強ができない人間はできないなりに用いられます。問題は、勉強がダメなことではなくて、イエスがキリストであることを信じていないから、ダメなものがもっとダメになるのです。そして、少し条件が優れているものは、それを自慢して高慢になります。トンデモありません。コリントの手紙を読んでみると、パウロのように自慢しようとすれば自慢だらけの人間の方が、「何を自慢できるのか。何が誇りなのか笑ってしまう。すべてちりあくたなのだから」と言っているわけです。私もちょっとだけそういう気がします。条件に左右されないように。

そういう意味で、このメッセージをもって、これから正しい信仰にしっかり立ちましょう。それは使徒1：1に現れているイエスはキリストなのです。というのは、すべてを完了した。以前のものは過ぎ去り、新しく作り変えられた。聖霊が宿っている神の神殿なのだ。以前の私はもう十字架とともに死んだ。私は神の子ども、幸いな者です。これがイエスはキリストということです。ですから、条件などは一切問題ではありません。私が気にすべき内容は、神の国です。自分が何をしたいのかではなくて、神が臨まれること、神の計画が必ずその都度、その都度、その現場、その現場にあるわけです。それにアンテナを回すわけです。なぜならイエスがキリストだからです。私に何の問題もないので、欲望も夢も何もありません。もう幸いなのだから、天国の人なのだから。イエスはキリストです。未練もありません。神の国です。そして、その神の国、私を通して光が放たれて、悪霊が追い出されて、聖霊のわざが現れる。これが神の国です。それをいつも気にしているのです。どこに行ってもです。そして、それができるかできないか、そのときに条件を取り上げるわけです。「いや、今の私たちを見てください。何になりましょう」という状況でした。そこでイエス様がおっしゃいます。それは、あなたがたは知らなくてもいいです。まるで2匹の魚と5つのパンをもって5000人を食べさせたようにおっしゃいました。聖霊があなたがたに臨まれると、あなたがたは何になりましょうと言っていたのですが、その不足している足りないみじめなちっぽけなあなたがたを用いて神のわざを現す。証人とする。これが私たちの信仰です。不利な条件は、不利な条件ではありません。イエスがキリストだということを信じないことが一番バカなのです。一番不利なのです。条件は、どんな条件でも、神の御心によっていろいろ変わるでしょうけれども、今の段階でその条件は一切問題ではありません。十分、用いられます。学歴がなくても、お金がなくても、年をとっていても、貧乏でも用いられます。勘違いしないように。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様が、神様を離れて、世の流れに流されてだまされていた私たちを、イエス・キリストを通して救いだし神の子どもとしてくださいましたことを感謝します。しかし、私たちの内側には、古きものがそのまま残って、特に条件によって左右されるという思想が深く刻印されているので、今日のみことばを通して、条件は一切問題にならないし、そして、不利な条件が問題ではないという宣言とともに、イエスがキリストであるという信仰告白にしっかり立つことができるように。そして、どんな条件であれ、神様の約束を握って、イエスの証人として用いられる確信と感謝をもって祈りに入ることができるように、ひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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